










序論

心身障害児の療育指針の設定に当っては,心理・教育的,児童福祉的側面と医

療的側面の協力が必要でめるにもかかわらず,現在はそれが十分に行なわれて

おらず,多くは 1人の医療専門家によって指針の設定が行なわれていたり,同一

医療施設内の専門家の間においてさえも異った指針が示されるために,療育に

不安を懐いている両親が多く,それが子どもを不幸におとし入れている事例が

多数ある。そのような事例については，昭和 50 年度の本研究において報告し

た。


